














大上敬史写真展「歌の聖地 玉津島」



　10月４日㊐まで、和歌山市満屋の
アクア。生活空間に取り入れやすい小
さなサイズの絵画やイラストを中心
に、写真や立体造形作品など、作家約
70人による多彩なジャンルの129点を展示する。午
前10時～午後５時。28日㊊休み。同店（０７３・４
６３・４６４０）。写真＝えかわたえこ「たゆたう」

ROOM+（ルームプラス）
　10月 14日㊌～19日㊊、県文
大展示室。油絵、水彩などで具象画
を中心に描くグループ「示現会」。
支部会員と仲間を合わせて約50人
が制作した、約80点の作品を展示

する。午前９時半～午後５時（最終日３時）。辻本さん（０
９０・７３６１・９８５５）。写真＝辻本渡さん「悠久」

示現会和歌山支部展・仲間たち展

　10月 14日㊌～19日㊊、県民文化
会館特設展示室。和歌山大学絵画部ＯＢ
26人の油彩、水彩、工芸、写真、生け
花など約70～80点を展示する。顧問
だった故・峠原敏夫さんの作品も。午前
10時～午後５時（最終日３時）。岡﨑さん（０９０・
４５６９・９１６９）。写真＝宮地良治さん「下井阪駅」

たんぽぽの会展

　バチカン美術館を中心に渡欧歴36
年、画歴68年の日本画家「満田彗峰」
の世界…10 月 10 日㊏と 11 日㊐、
紀の川市粉河の粉河ふるさとセンター
２階。今年７月に逝去した日本画家（文
晁派）、満田彗峰さんの『紀の国で偲
ぶ 源氏物語絵巻』、『龍門山縁起絵巻』などの作品約
10点と、交流のあったイタリア芸術家やバチカン美術
館ゆかりの作品を展示。また「名画の舞台」紀行トーク
もあり、芸術文化への理解を深めることができる。午前
10時～午後４時。無料。井口さん（０９０・５３６３・
２０１４）。写真＝紀の国で偲ぶ 源氏物語絵巻「桐壺」

日本画家「満田彗峰」展

　10月２日㊎～６日㊋、和歌山
市北出島のプラザホープ２階ギャ
ラリー。デジタル写真を学ぶ10
人が四季の風景など撮影した作品
を展示。午前10時～午後５時（最

終日４時）。山下さん（０７３・４５７・２５０４）。
写真＝國定義勝さん「萌芽の向こうに」

デジタルフォト教室写真展

　10 月 16 日 ㊎ ～ 11 月
15 日㊐午前９時～午後５
時、和歌山市和歌浦南の万葉
館。海南市の写真家、大上さ
んが撮った、日本遺産・和歌
の浦で万葉集を題材にした

写真と県内の万葉故地の写真、約50点を出品。10月
18日㊐午後１時は、健康館多目的室で講演会。▷大上
さん＝『後鳥羽上皇と吹上の月』▷「熊野古道」を世界
遺産に登録するプロジェクト準備会代表の小野田真弓さ
ん＝『妖怪と近世の熊野古道』。無料。大上さん（０９０・
４０３５・１９６７）。写真＝「観海閣を飛ぶアオサギ」

大上敬史写真展「歌の聖地 玉津島」

　９月30日㊌まで、和歌山市古屋
のティーズカフェ。女性会員のみで
構成された写真クラブの作品展。テ
ーマを設けず自由に撮影した約15
点が並ぶ。午前11時～午後５時。
㊍㊎休み。大瀬さん（０９０・３０７０・６０５０）。
写真＝安積とし子さん「ラップランドの案内人」

クオリ レディス フォトクラブ 写真展
　10月４日㊐まで、和歌山市本町のフ
ォルテワジマ３階スポーツ伝承館。第20
回アジア競技大会に出場の久保凛選手

（陸上）、玉置大嗣選手（セパタクロー）、東晟良選手（フ
ェンシング）、梅木怜選手（サッカー）ら県ゆかりの選
手のユニフォームやメダルなど約55点。無料。午前
10時～午後７時。同館（０７３・４２３・２２１５）。

がんばれわかやま! アジア大会 2026 展

　10月3日㊏～18日㊐、海南市大野中
の BＦギャラリー。和歌山にかかわる 3
人の作家が5年ぶりに集う。最新作を含め、
絵画と陶芸、それぞれの独創感が伝わる約
60点が並ぶ。午前10時～午後６時。㊌
休み。同ギャラリー（０７３・４８２・１
９９４）。写真＝土井久幸「秋の夜に」

土井久幸・出口絵衣子・岩崎奈美三人展



　10月３日㊏午前10時～午後４時、和歌山市加納の
和歌山刑務所。改善更生のための生活の場や各種指導な
どを紹介する。受刑者が作った刑務作業製品の展示・販
売もあり、飲食コーナーでは実際に支給しているレシピ
で再現した刑務所カレーのほか、キッチンカーが多数出
店。音楽やパフォーマンスなどのステージイベントも。
同刑務所（０７３・４７１・２２３１）。

和歌山矯正展

　10月 18日㊐午前10時～午後３時、和
歌山城砂の丸・西の丸広場。ウインズ平阪（写
真右上）のライブ、兄弟お笑いコンビ「すみ
たに」のお笑いステージ、サイエンスマジッ
クショーの舞台ほか、縁日・体験コーナー、
フードコート、お買物エリアも。ゆるキャラも登場する。
小雨決行。和歌山県生協連（０７３・４７４・９０９５）。

生協まつり

　10月 4日㊐午後1時半、和歌山
市新中通のマスメンビル3階サロ
ン。桂枝曾丸（写真右）が和歌山弁落
語と上方落語を披露。長唄三味線奏

者の杵屋多佳さん（同左）がゲスト出演し、語りと三味線
の風情あるひとときを届ける。2500円。予約優先30
人。きものぎゃらりぃ和（０７３・４３３・３５６７）。

桂枝曾丸らくご会

　10月 18日㊐午前７時20分、JR和歌山駅中央改
札口前集合。４９０㍍の雲山峰に登り、秋山を楽しむ。
約５時間。５００円。登山靴、ザック、雨具、帽子、飲
み物、昼食など持参。65歳以下の方。定員20人。希
望者は 10月７日㊌までにメール（kishusanyukai@
gmail.com）か、紀州山友会・古野さん（０８０・８
４０６・６１３９、午後７時～８時、㊍㊏㊐除く）へ。

秋山公開登山

　◎スターライトイリ
ュージョン 2026（写
真右）…９月20日㊐～
22 日㊋、10 月 11 日
㊐各日午後７時半（約
10分間）、西側防波堤。
会場に流れる音楽に合
わせて華麗な花火が打ち上がる。特殊効果とのシンクロ
や、フィナーレの連発など見どころ満載。観覧無料。◎
秋の味覚祭り（同左下）…11月 29日㊐まで、午前
10時（飲食コーナーは11時から）～午後５時（花火
開催日は９時まで）、黒潮市場。旬を迎える魚介類を使

った海鮮丼や寿司など、秋季限定
メニューがある。連日「マグロの
解体ショー」開催。さばきたて即
売や新鮮な刺身、丼が楽しめる。
詳しくはマリーナシティHP。

マリーナシティ秋季イベント
　市民公開講座と目の健康相談…10月４日㊐午前９
時、和歌山市手平のビッグ愛４階。和歌山市医師会眼科
部会主催、県眼科医会後援。県立医科大学眼科学教授の
雑賀司珠也医師が「白内障手術の本音－ピント合わせと
最新眼内レンズ－」と題して話す。10時～正午は専門
医による目の健康相談。検査は実施しない。無料。同部
会（０７３・４２３・７９０５、担当：山本）。

目の愛護デー公開イベント

　10月 24日㊏午後１時半、和歌山市
市小路の河北コミセン。演劇を〝スポー
ツ〟ととらえ、体や頭を使って簡単なゲ
ームを楽しむ体験イベント。演劇未経験
者も大歓迎。土足可、動きやすい服装で
飲み物を持参。定員 50人。観覧のみ
OK。無料。松永さん（０８０・３８２４・２６３６）。

シアターゲーム大運動会

　9月 30 日㊌～ 10 月 5 日㊊、県文
特設展示室。仁科会会員の尾崎功さんに
学ぶ宙（ＳＯＲＡ）の会の10人が油彩、
アクリル、水彩、パステルなど様々な手
法で描いた作品約 50点を展示。午前
10時～午後５時（最終日4時）。田中さん（０８０・
３７７４・０５０５）。写真＝田中とも恵さん「Pop」

宙（ＳＯＲＡ）絵画展

　小松原アートスペース写真展
…10 月３日㊏～ 13 日㊋、和
歌山市吹上の同ギャラリー。『日
本の夏』をテーマにした作品約
20点が並ぶ。午後１時～６時（最

終日４時）。㊌㊍㊎休み。池田さん（０９０・４５６０・
９０２８）。写真＝池田修平さん「夏休み」

写真展『日本の夏』



　11 月８日㊐午後１時半～３時
半、和歌山市西汀丁の県書道資料館。
同館役員の櫻井青厳さんと小谷冬華
さんが講師。いろいろな小石に墨書
きをし作品を完成させる。先着20
人。小学生以上。毛筆書道用具一式持参（貸出有り）。無
料。同館（０７３・４３３・７２７２）。写真＝作品例

書道ワークショップ「墨に親しむ」

　11月７日㊏午前９時、和歌山市和歌浦南のア
ート・キューブ。散歩で枝を見つけて立体づくり。

講師は美術家の岡﨑ゆみこさんと彫刻家の橋本和明さ
ん。小学生以上（小3までは保護者同伴）。先着20人。
500円。汚れてもいい服装と歩きやすい靴で、昼食、
飲み物等持参。９月20日㊐から申し込み受付。和歌山
芸術文化支援協会（０７３・４５４・５８５８）。

ワークショップ「今日のわたしはアーティスト」

　10月～来年１月の第2土曜は「和歌山城の各曲輪探
索」と題し、日本城郭史学会委員の水島大二さんと、和
歌山城郭調査研究会の渡瀬敏文さんが解説する。▷10
月 10日＝三ノ丸（北側）▷ 11月 14日＝天守下ノ
段井戸曲輪▷12月12日＝南ノ丸・西ノ丸庭園・二ノ
丸▷1月9日＝三ノ丸（東側）・石切丁場・扇ノ芝。午
前10時、わかやま歴史館前集合。１回500円。正午
終了予定。先着50人。希望者は城プロジェクト（０８
０・１４３７・４１７１）。

和歌山城で学ぶ お城教室

　10月４日㊐午後０時30分～午後４時、岩出市根来
の一乗閣。日本精武会主催の公開練習会。歴史ある建物
の中で太極拳、気功、民族舞踊を楽しむ。太極拳や民族
舞踊の経験がなくても参加できる。演武やゲームコーナ
ーも。上履き、飲み物持参。動きやすい服装で。初心者
可。参加・見学無料。予約不要。同会 大西さん（０８０・
５３０４・０３６０）。

一乗閣で集う！

　龍馬と宗光を支えた２人の妻女…10月4日㊐午後1
時半、和歌山市手平のビッグ愛9階。幕末維新期を生
きた坂本龍馬の妻・お龍と、陸奥宗光の妻・亮子の生涯
を題材に、女性の役割や能力、主体的に生きる姿に焦点
を当てる。講師は、紀州宗光龍馬会会長の臼井康浩さん。
無料。定員80人。希望者は https://x.gd/5Zuomか
ら申し込む。同会（０７３・４２５・２２７８）。

お龍と亮子

　10月４日㊐午後３時、和歌山
城ホール大ホール。有吉佐和子の
小説『三婆』を、劇団ZERO代
表の島田忠さんが脚本・演出した。
金融会社の社長が愛人宅で急逝
し、莫大な借金だけが残される。
そして、ひとつ屋根の下で本妻、妾、小姑の奇妙な共同
生活がはじまるが…。〝三婆〟と周囲の人たちが巻き起こ

す騒動を描いた人情喜劇。
2000円、当日2500円。
同劇団（０９０・１４８１・
０９４１）。 

劇団ZERO公演『三婆』

　10月３日㊏午後２時、和歌山市紀
三井寺の南コミュニティセンター。落
語倶楽部「紀（しるす）の会」のメン
バーが出演。笑泉亭讃吉『手水廻し』、
美山はな福『一人酒盛』、晴々亭心『まめだ』、星家する
め『芋俵』、おひさま亭にっこり『竹の水仙』。無料。同
コミセン（０７３・４９４・３７５５）。

南コミセン落語会

　10月 17日㊏～19日㊊、和歌山市
西汀丁の書道資料館２階。「書がつない
だ九十二年の記憶」と題し、故・細畠清
一さん（写真）の人生を振り返る。書道
家の山本興石氏や天石東村氏に師事。県
展、和歌山市展の審査員を務め、漢字書

道の発展に尽くした。2008年に和歌山市文化功労賞。
22年、92歳で逝去。３階で開催中の「天石東村壮年
期作品展」と同時期の書や、その時代の品々を展示する。
17日㊏・18日㊐には和歌山大空襲体験者の話や紙芝
居、昭和の音楽も。午前9時半～午後5時（最終日4時）。
細畠美鶴さん（０９０・３４０３・０８５６）。

細畠清一（静峰）人生展

ニュース和歌山ホームページ「イベント
・セミナー」には、ここに掲載以外の情
報も多数紹介しています。
ぜひご覧ください。
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